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田
立
の
滝

 

［
南
木
曽
署
］
長
野
県
南
西
部
、
木
曽
谷
の
南

端
に
位
置
す
る
南
木
曽
町
の
田
立
国
有
林
に
今

回
紹
介
す
る
「
田
立
の
滝
」
が
あ
り
ま
す
。

　

田
立
の
滝
と
は
、
一
つ
の
滝
の
こ
と
で
は
な

く
「
螺ら
せ
ん旋
滝
」、「
洗
心
滝
」、「
霧
ヶ
滝
」、「
天

河
滝
」、「
不
動
滝
」、「
そ
う
め
ん
滝
」
と
い
っ

た
複
数
の
滝
の
総
称
で
、
主
瀑
で
あ
る
天
河
滝

の
落
差
は
四
十
㍍
と
言
わ
れ
、
花
崗
岩
の
白
い

岩
肌
に
流
れ
る
様
は
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
滝

百
選
に
も
選
ば
れ
た
名
瀑
で
す
。
一
帯
は
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
国
有
林
は
風
致
探
勝

林
と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

滝
へ
は
、「
田
立
の
滝
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」

上
部
に
あ
る
駐
車
場
か
ら
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
清
ら
か
な
水
が
流
れ
落
ち
る
滝
や
渕
と
と

も
に
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ

と
い
っ
た
大
径
木
を
間
近
に
見
な
が
ら
見
晴
ら

し
の
良
い
「
不
動
岩
」
を
経
由
し
、
山
上
の
湿

原
と
言
わ
れ
る
「
天
然
公
園
」
ま
で
片
道
約
三

時
間
の
コ
ー
ス
は
、
四
季
を
通
じ
て
訪
れ
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

  
し
か
し
、
今
年
度
か
ら
田
立
の
滝
上
部
の
山

腹
崩
壊
地
復
旧
の
た
め
、「
田
立
の
滝
復
旧
治

山
工
事
」
に
着
手
し
て
お
り
、
本
工
事
の
実
行

に
当
た
っ
て
、
地
元
南
木
曽
町
を
は
じ
め
観
光

協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
る
中
で
、
今
後

三
年
間
の
入
山
規
制
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が

入
山
で
き
る
日
を

心
待
ち
に
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
治
山
工
事
が

終
わ
れ
ば
、
よ
り
安

全
に
田
立
の
滝
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

◇
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　
　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
田
立
駅
下
車

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
で
一
五
分

田立の滝周辺の林況

　

◇
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

　
　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
よ
り

　
　

塩
尻
方
面
へ
四
〇
分

　
　

長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ
Ｃ
よ
り

　
　

中
津
川
方
面
へ
二
時
間
一
〇
分

紅葉と天河滝

◎
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
集
約
懇
談
会

　
　

12
月
７
日　

飛
騨
署
管
内

　
　

12
月
13
日　

北
信
署
管
内

◎ 

大
型
猛
禽
類
の
生
態
と
森
林
施
業
に
つ
い
て

　
　

12
月
８
日　

長
野
市

◎
低
コ
ス
ト
現
地
検
討
会

　
　

12
月
10
～
11
日　

南
木
曽
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　
　

12
月
７
日　

愛
知
所
管
内

紅葉する不動岩周辺
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